
S p r e i n g  春 号
学 会 事 務 局 か ら の お 知 ら せ

＜ 研 修 会 ・ 学 会 大 会 予 定 ＞
1 　 2 0 2 4 年 第 １ 回 講 師 会 研 修 に つ い て
7 月 6 日 （ 土 ） 1 0 ： 0 0 ～ 1 7 ： 0 0

2 　 第 3 1 回 ヘ ル ス カ ウ ン セ リ ン グ 学 会 大 会 日 程
2 0 2 4 年 9 月 2 1 日 （ 土 ） ・ 2 2 日 （ 日 ） W E B （ Z o o m ） 開 催
テ ー マ 「 災 害 支 援 で の ス マ イ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 効 果
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ― S A T の 活 か し 方 （ 仮 ） 」

＜ 学 会 　 N E W S ＞
1 　 学 会 公 認 講 師 の 養 成 コ ー ス 新 設
　 「 講 師 （ 新 基 準 ） 養 成 コ ー ス 募 集 案 内 」 （ 学 会 H P ） を ご 覧 に な り 、
是 非 応 募 し て く だ さ い 。

2 　 学 会 公 認 資 格 研 修 の 受 講 料 価 格 改 訂
2 0 2 4 年 4 月 1 日 以 降 開 催 の
学 会 公 認 資 格 研 修 の 受 講 料 ／ S A T カ ウ ン セ ラ ー ・ セ ラ ピ ス ト 研 修 （ 対 個
人 ） 、 S A T コ ー チ ャ ー & グ ル ー プ カ ウ ン セ ラ ー 研 修 （ 対 グ ル ー プ ） 共 に
価 格 改 訂 さ れ ま す 。

3 　 ヘ ル ス カ ウ ン セ リ ン グ 学 会 後 援 に つ い て
初 級 ヘ ル ス カ ウ ン セ ラ ー 以 上 の 資 格 を 持 つ 方 で 、
S A T 法 関 連 の 講 演 や 講 座 開 催 時 に 、 申 請 す る こ と に よ り 、 ヘ ル ス カ ウ ン セ
リ ン グ 学 会 後 援 を 得 る こ と が で き ま す 。

4 　 S A T  m i n i セ ミ ナ ー 開 催 中
学 会 理 事 が 講 師 と な り 、 S A T 法 に つ い て 色 々 な 視 点 か ら テ ー マ を 選 び 開 催
中 で す 。 学 会 員 の 方 で も 学 会 員 以 外 の 方 で も 、 ど な た で も 参 加 で き ま す 。

ヘルスカウンセリング学会ホーム
ページでもおしらせせいていまｓ

http://www.healthcounseling.org/

�しく
は

��Ｈ
Ｐに�

ヘルスカウンセリング学会お仲間通信

Pia メ ル マ ガ ぴ あ V O L 1 6  2 0 2 4   

http://www.healthcounseling.org/


S A T療法温故知新（8）矢島京子

「ＳＡＴ行動変容カウンセリング法」

　さて、今回の温故知新は、20 0 6年 1 2月にセミナーで使用してい
た「SA T行動変容カウンセリング法」をご紹介致します。
この 2か月ほど前には「 SA T基本カウンセリング法」があり、入り
口がちょっと違うシートです。お話ししたいことは何ですか？自由に
お話しください、となっていて、その変形が「 SA T行動変容カウン
セリング法」です。
　こちらの入り口は、行動変容させたい具体的な行動は何ですか？
です。このフレーズは皆さんどこかで聞き覚えがあるでしょう。現在
行っている幼少期療法の入り口が、これですね。進め方もよく似てい
ますが、幼少期療法の前身だと思って頂いて良いと思います。出て
きた心傷風景を4段階の癒し技法を用いて、イメージ変換していきま
す。
【シーン1】では、時間を過去に戻して周りが無条件に配慮して、そ
の光景を避けるにはどうしてくれればよかったか、を映像化します。
慈愛願望欲求の充足です。
【シーン 2】では、過去に時間を戻して自分の力で危機を避けるに
はどうすればよかったか、良い感情になるまで映像化する。自己信
頼欲求の充足です。シーン1と2は時間を過去に戻します。
【シーン3】では、実際にはその危機を避けられなかったが、事後に
周りが無条件にどうしてくれればよかったか、心や魂が癒される映像
を作ります。慈愛願望欲求の充足です。
【シーン4】では、周りがどうあれ開き直って独力で何としてでも克
服するイメージを作ります。自己信頼欲求の充足です。シーン3と4
は事後の映像を作ります。
　その後、過去の問題と現在の問題の類似点を探す逆流説明を行
い、これからどうしていけば良いかを閃いて、実行できる解決行動を
探すというものです。ここでの行動目標化は、現在使用している行
動目標化のシートを使っても、独自にひらめいた目標化をしても構い
ませんので、実行自信度ができるだけ10 0％に近いものにすると良
いですね。
　では、早速取り組んでみまし ょう。自己カウンセリングの場合は
Ｑ９はありませんが、どなたかに行う場合は共感的励ましを実施しま
しょう。
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へーこんなセラピーあったんだ！へーこんなセラピーあったんだ！へーこんなセラピーあったんだ！
あ、なつかしー！あ、なつかしー！あ、なつかしー！
なるほど、そういうことなのか！なるほど、そういうことなのか！なるほど、そういうことなのか！



ＳＡＴ行動変容カウンセリング法

 
その行動を妨げる気持ちの背後には、どのよ

うな感情がありますか？（表Ａ参照）気持ちの背
後にあるマイナス感情の内、一番強いものを表Ａ

から選んで下さい。

　Ｑ２で選んだ感情をイメージし、その感情を
象徴するような心のつぶやき（心の声）を言って

ください。（表Ｂ参照）

　このような感情と心の声は、何かがあると時
々自分の中でフッと起こりますね。一般的にはど
のような鍵状況の時ですか？（表Ｅ参照）

感情

心の声

鍵状況

現在の自信度　   ％⇒目標自信度　   ％　  心の本質的欲求

＊カウンセラ―はＱ６からは、相手の状態に応じてはエネルギーを増加させる必要がある。

決して考えないで下さい。これから言うことでフッと浮かぶ過去の出来事や イメージを具体的に言って
ください。このようなことは関係ないのにと思うようなことでも言って ください。それは、４歳の頃や
学生時代のことかもしれません。「Ｑ４のとき、Ｑ３とつぶやい て、Ｑ２になる。このことでフッと浮
かんだことを教えてください」思い浮かぶまで何度も繰り返 しますので、浮かんだらお話ください。
（フッと浮かんだ出来事の年齢以前にも鍵状況と心の声と
合う風景はないかですか？とチェックする） 人格の基本が形成する10歳以下の風景を選ぶことが
望ましい。複数あれば複数の心傷風景に癒しの技法を用いてもよい）

実施年月日　年　月　日　
カウンセラー：　クライアント：　スーパーバイザー：　　　　　　　　　　　　　

Ｑ１　行動変容させたい具体的な行動は何ですか？　現在、その行動変容の自信度は何％ですか？そ
れを何％にしたいですか？それができると、人から認められますか？それとも周りの評価は関係な

く自分が満足しますか？自己信頼欲求を満たすような、行動目標に設定してください。 

具体的行動

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

Ｑ５【心傷風景連想法】

© 宗　像　恒　次　



Ｑ７　過去の問題と、今とりたい行動が実行出来ない問題とは、どこが類似していますか？ひらめい
たことをお答えください。

Ｑ６【癒し技法】その場面の自分は何歳ですか？【重大な複数の心傷風景があれば、複数回、癒し技
法を実施する】

① 【シーン1】そのショックな光景から、時間を過去に戻し、周りが無条件に配慮してその光景を避
けられるようになるには、どの位時間を戻せばよいですか？周りにどうしてもらえれば良かった
ですか？戻した時間から開始して目をつぶって、映像を作ってください。映像を作ってどんな気
持ちですか？　安心できないときは、もう一度映像を作り直してください。 

② 【シーン2】そのショックな光景を、何としてでも自分の力でその危機を避けるには、どの位時
間 を戻し、どうすれば良いですか？　考えないでひらめいた方法で目をつぶって映像化してくださ
い。どのような気持ちになりましたか？　良い感情でない時は、もう一度映像を作り直してくだ
さい。

④ 【シーン4】周りがどうあれ、開き直って、独力で何としてでも克服するには、本当はどうすれば
良かったですか？ひらめいた方法で目をつぶって映像化してください。どのような気持ちになり
ましたか？自信のある自分になりましたか？　そうでない時は、もう一度映像を作り直してくだ
さい。

③ 【シーン3】実際はその光景を避けられなかったわけですが、周りが（誰が）無条件にどうして
く れれば心や魂が癒されますか？考えないでひらめいた方法を教えてください。目をつぶって映像
化してください。どのような気持ちになりましたか？　良い感情でない時は、もう一度映像を作
り直してください。

歳



Ｑ９　ポジティブ・フィードバック

無理なく実行できる具体的な行動は何ですか？ひらめいたことをお答えください。

具体的には　

 

　②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行自信度　　％

　③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行自信度　　％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小目標化させ、少なくとも80％以上の実行自信度にする

Ｑ８　シーン④で映像化したような自分が過去にあり、その後も④の行動をいつも実行している自分
であるとすると、これからどのような行動をとろうと思いますか？

（これまで聴いていて、①そのとおりだな、と共感したところや②自分にはないところを持っていて
すごいなあ、と感心したり、感動したところを相手に伝える）その後、今どのような気持ちですか？
と聞く。プラス感情になったら、今のストレス度を聞き終了。

気持ち

ストレス度　　％

これから

という行動をとると良い 

 ①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行自信度　　％



S A T ミ ニ セ ミ ナ ー 受 講 者 の 感 想

第 1 回 　 南 雲 陽 子 さ ん ： 「 ク レ ー ム に も 対 応 で き る 職 場 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 術 」 を 受 講 し て
　 久 し ぶ り に 「 沈 黙 の ワ ー ク 」 を や り ま し た 。 解 っ て い て も 話 し づ ら い 、
こ の 感 覚 を 忘 れ な い こ と が 大 切 で す ね 。 「 聴 く 」 こ と は 「 あ な た を 大 事
に し て い ま す よ 」 の メ ッ セ ー ジ 、 ク レ ー ム の 第 1 要 求 は 、 こ の 「 私 」 を 認
め な さ い ！ 。 心 に 刺 さ る メ ッ セ ー ジ 数 々 、 楽 し い セ ミ ナ ー で し た 。 い ま 市
役 所 の 市 民 窓 口 で 働 い て い ま す 。 仲 間 に も シ ェ ア し た い と 思 い ま す 。

第 2 回 　 横 地 裕 さ ん ： 「 自 分 を ゆ る し 、 ま わ り と 愉 し む 健 康 人 生
の つ く り か た 」 を 受 講 し て
　 S A T  に つ い て 分 か り や す く ま と め て お 話 し い た だ い て 、 S A T  の 基 本 も
良 く 理 解 で き 、 こ れ か ら 自 分 が 、 他 人 に  S A T を 伝 え る 時 に 役 た だ せ て 頂
き ま す 。 ま た 、 横 地 さ ん の 実 体 験 か ら S A T が 心 や 身 体 の 健 康 、 良 好 な 人
間 関 係 等 諸 々 生 き や す さ に 繋 げ て く れ る 事 が 良 く わ か り ま し た 。 こ の よ う
な こ と は 、 自 分 を 含 め  S A T  を 体 験 し た 多 く の 方 が 実 感 し て い る 事 だ と 思
い ま す が 、 そ の 体 験 を 他 人 に 伝 え る 大 切 さ に 気 付 か せ て い た だ き ま し
た 。

第 3 回 　 山 本 潤 一 さ ん ： 「 企 業 内 で 、 効 果 的 に メ ン タ ル 対 策 を
実 施 す る 際 の ポ イ ン ト と は 」 を 受 講 し て
　 キ メ ラ 理 論 等 な し に イ メ ー ジ を 使 い 、 沢 山 の 方 を 相 手 に グ ル ー プ 顔 表
象 を 書 い た り 選 ん だ り 、 体 感 を リ ラ ッ ク ス さ せ る 。 な か な か い い な ぁ と 思
い ま し た 。 企 業 に ご 提 案 す る 際 の 方 法 や 、 S A T の 理 論 や 技 法 を ど の よ う
に 取 り 入 れ る か を 知 る こ と が で き ま し た 。 メ ン タ ル 、 カ ウ ン セ リ ン グ な ど
の 用 語 を あ え て 使 わ な い 事 で 、 実 質 的 に S A T を 社 会 に 活 か し て い か れ て
い る こ と は 考 え 深 い と こ ろ で し た 。

第 4 回 　 宗 像 恒 次 先 生 ： 「 ヘ ル ス カ ウ ン セ リ ン グ 学 会 や S A T
法 へ の 思 い 」 を 受 講 し て
　 学 会 が つ く ら れ た 経 緯 や S A T の 根 本 の と こ ろ を 宗 像 先 生 か ら 直 接 う か
が え た の が 嬉 し か っ た 。 私 は 質 問 は し な か っ た が 、 普 段 か ら 疑 問 に 思 っ て
い る 事 を 、 直 接 先 生 に 質 問 し 答 え て い た だ き 、 そ れ を み ん な で 共 有 出 来
た こ と が と て も 良 か っ た 。 久 し ぶ り に 宗 像 先 生 の s a t 療 法 の 思 い を う か が
い 、 胸 が 熱 く な り ま し た 。 学 ん だ こ と が 自 分 自 身 に 大 変 役 立 ち 、 病 と 向
き 合 っ た と き を 思 い だ し ま し た 。 感 謝 し か あ り ま せ ん 。
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世 界 の 中 の S A T 　 第 ２ 話 （ 全 4 回 ）  
谷 川  智 子  英 国 在 住 　

自 殺 防 止 ホ ッ ト ラ イ ン 「 サ マ リ タ ン ズ S a m a r i t a n s 」 所 属

前 回 に 続 い て 今 回 も 世 界 の ト ラ ウ マ 療 法 ・ そ の 研 究 等 で 活 躍 し て い る 人 々 に よ
る サ ミ ッ ト や 、 近 年 Y o u T u b e や 読 ん だ 本 な ど で 触 れ た こ と か ら 、 今 日 の 世 界
か ら の 視 点 で S A T 療 法 を 眺 め 、 つ ぶ や き た い と 思 う 。

　 S A T 療 法 で は 体 に 存 在 す る 自 分 と は 異 な っ た 感 情 や 記 憶 を キ メ ラ 細 胞 で 説
明 す る が 、 ’ 私 た ち の 中 の 異 な っ た 性 格 を 持 つ 存 在 ’ と い う 事 に 共 通 し て 、 印 象
深 い 話 が あ っ た 。
　 1 つ 目 は 、 ホ ス ト の D r .  A i m i e と ア メ リ カ の D r .  R i c h a r d  S c h w a r t s
（ イ ン タ ー ナ ル フ ァ ミ リ ー シ ス テ ム （ I F S ） ： 人 の 心 は パ ー ツ （ 多 数 の 副 人
格 ） の 集 合 体 で あ る 、 と い う 概 念 を 基 に し た 心 理 療 法 の 開 発 者 ） と の 対 談 で あ
る 。 パ ー ツ は 症 状 を 通 し て 私 た ち に 語 り か け 、 慢 性 的 疾 患 が あ る と 必 ず 現 れ て
く る と い う 。 問 題 を 起 こ し て い る パ ー ツ を 見 つ け て や り 取 り し た り 、 誰 の 中 に
も あ り パ ー ツ を 癒 せ る ' S e l f ’ に ア ク セ ス し て 内 な る 調 和 を 促 し て い く よ う
だ 。 D r  S h w a r t s 曰 く 「 そ の 人 自 身 が 抵 抗 し て る の で な く 、 そ の 人 も 気 づ い
て い な い そ の 人 の 中 の パ ー ツ が 起 こ し て る 、 と い う 考 え 方 。 こ れ が わ か る と
人 々 は 安 心 す る の で す 」 。 ん ？ こ れ ど こ か で き い た こ と あ る ぞ 。
　 S A T で は キ メ ラ に よ る 身 体 違 和 感 に よ り 無 自 覚 に 病 気 な ど の ス ト レ ス サ イ
ン が 繰 り 返 さ れ 課 題 に 気 づ か せ て く れ る 、 と さ れ る 。 そ し て そ の キ メ ラ 細 胞 を
探 し て 癒 し 、 応 援 者 に な っ て も ら う 。 ヘ ル ス コ ー チ ン グ の 最 後 の セ リ フ も 、 キ
メ ラ が 反 応 し て い る だ け で あ な た が 反 応 し て い る わ け で な い 、 だ っ た わ ！
D r .  A i m i e に と っ て 、 ソ マ テ ィ ッ ク （ 身 体 に 関 連 し た ） ワ ー ク （ 第 １ 話 参
照 ） と 、 こ の パ ー ツ ワ ー ク は 、 ト ラ ウ マ 療 法 に 欠 か せ な い 3 本 柱 に 入 っ て い る
と い う 。 S A T に は ど ち ら も 入 っ て い る と 言 え る の で は ？

　 2 つ 目 は 、 ハ ー バ ー ド の 脳 神 経 解 剖 学 者 で 3 7 歳 の 時 に 脳 出 血 に よ り 左 脳 の
機 能 を す べ て 失 い 、 8 年 か け て す べ て の 脳 機 能 を 回 復 さ せ た 経 験 が あ り 、 T E D
ト ー ク を 有 名 に し た D r .  J i l l  B o l t e  T a y l o r  の 話 で あ る 。 彼 女 の 「 W h o l e
B r a i n 」 と い う 著 書 の 中 で 、 脳 の 中 に は 2 つ の 考 え る 細 胞 群 （ 高 次 な 大 脳 皮 質
の 左 右 の 思 考 中 枢 ） と 、 2 つ の 感 じ る 細 胞 群 （ 低 次 な 大 脳 辺 縁 系 の 左 右 の 情 動
中 枢 ） が あ り そ れ ぞ れ が は っ き り と し た 人 格 を 生 み 出 す こ と を 身 を も っ て 学 ん
だ と 語 る 。 彼 女 は こ れ を 「 四 つ の キ ャ ラ 」 と 呼 ん で い る ；
キ ャ ラ 1 ＝ 考 え る 左 脳 ： 仕 切 る 自 我 。 計 画 性 あ り 、 整 理 整 頓 好 き 、 権 威 主 義 、
防 御 的 、 細 部 に こ だ わ る 。
キ ャ ラ 2 ＝ 感 じ る 左 脳 ： 傷 つ い た 子 供 の 部 分 。 自 己 中 心 的 。 不 安 、 怒 り 、 罪 悪
感 、 自 己 否 定 ー 〔 過 去 の 経 験 や 未 来 の 予 測 か ら 来 る 感 情 〕
キ ャ ラ ３ ＝ 感 じ る 右 脳 ： 好 奇 心 、 創 造 性 、 遊 び 心 、 共 感 力 、 経 験 的 、 愉 し そ う
〔 今 こ の 瞬 間 に 体 験 す る 感 情 〕
キ ャ ラ 4 ＝ 考 え る 右 脳 ： 体 の す べ て の 細 胞 と 宇 宙 の す べ て の 分 子 に 織 り 込 ま れ
た 意 識 、 本 物 の セ ル フ 、 無 限 の 存 在 と の つ な が り 、 気 づ き 、 大 局 的 視 点 、 受 容 　
〔 今 こ の 瞬 間 に 存 在 〕
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　 D r .  T a y l o r は 自 分 の 中 の 4 つ の キ ャ ラ に 名 前 を 付 け 、 キ ャ ラ 同 士 で 話 し
合 い を す る 「 脳 の 作 戦 会 議 」 の 日 常 的 な 実 践 を 推 奨 す る 。 「 脳 の 作 戦 会 議 」
と は 、 ’ 自 分 の 周 囲 の 世 界 に 向 け て ど の キ ャ ラ を ど う 見 せ る か 。 そ し て 、 周
囲 の 世 界 が 自 分 の 考 え や 感 じ 方 や 行 動 に 影 響 を 与 え る こ と を ど こ ま で 許 す の
か 。 そ れ を 自 分 で 判 断 し て コ ン ト ロ ー ル す る た め の 力 ’ と 話 す 。 自 動 運 転 の
生 活 で な く 、 こ の 「 脳 の 作 戦 会 議 」 を 日 頃 か ら 実 践 し 健 康 的 な 生 活 を す る こ
と で 、 脳 の 回 路 が 強 化 さ れ 、 問 題 が 起 き た 時 な ど 必 要 な 時 に す ぐ に 利 用 で き
る よ う に な る と い う 。 又 、 こ の 円 陣 を 組 む こ と で 、 サ ポ ー ト 、 仲 間 意 識 、 平
和 を 感 じ る こ と が で き る と い う 。

　 こ こ で 右 脳 の 特 に キ ャ ラ ４ の 特 質 に 注 目 す る と 、 右 脳 の ひ ら め き に こ だ わ
る S A T 療 法 が 何 故 効 果 的 で あ る か が よ く わ か る 。 大 局 的 な 視 点 か ら の 問 題 解
決 法 を 得 る と い う 事 や 、 あ る が ま ま の 自 分 に な っ て い く 、 と い う 事 に お い て
も 。 D r .  T a y l o r も 4 つ と も 大 切 な キ ャ ラ 、 と 言 い つ つ も 、 「 最 終 的 に 会 話
に 加 わ っ て 欲 し い の は 無 条 件 に 愛 情 深 い キ ャ ラ 4 ね 」 と い う 。 そ う す る こ と
に よ り 「 不 安 を 和 ら げ 私 の す べ て の 人 格 の 声 が 合 わ さ っ た 、 一 番 自 分 ら し い
声 を 生 み 出 し て く れ ま す 」 と 。
　 方 法 と し て は 、 ど ち ら も 共 通 し て 自 分 の 中 に （ キ メ ラ ・ キ ャ ラ で ） 応 援 し
て く れ る サ ポ ー ト 体 制 を 作 り 、 S A T で は 光 イ メ ー ジ や 代 理 顔 表 象 を 繰 り 返 し
見 る 、 D r .  T a y l o r は 4 つ の キ ャ ラ の 作 戦 会 議 を 繰 り 返 し 行 う こ と に よ っ
て 、 健 康 的 な 脳 の 回 路 を 強 化 し て い く よ う だ 。
　 さ ら に 、 D r  T a y l o r  は 、 自 分 の 「 4 つ の キ ャ ラ 」 と 相 手 の 「 4 つ の キ ャ
ラ 」 の 間 に 健 全 な 関 係 を 築 く こ と が 私 た ち の ゴ ー ル と し 、 自 分 と 相 手 の キ ャ
ラ の パ タ ー ン で 関 わ り 方 の 具 体 例 を 示 す 。 あ ら 、 こ れ っ て S A T の 気 質 論 と 気
質 別 関 わ り 方 対 策 に 似 て い る か も 。
　 D r . S c h w a r t s の パ ー ツ 、 D r .  T a y l o r  の キ ャ ラ 、 宗 像 先 生 の キ メ ラ 、 共
通 し て い る こ と は 異 な っ た 性 格 を 持 っ た 自 分 の 中 の 部 分 的 な 存 在 た ち 、 と い
う と こ ろ で あ ろ う か 。 そ し て そ れ ら 存 在 を 認 め つ つ 、 お 互 い 折 り 合 い つ け な
が ら 統 合 し つ つ 、 あ る が ま ま の 自 分 を 目 指 し て い く 、 と い う こ と か も し れ な
い 。
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　 話 は 少 し そ れ る が 、 D r . T a y l o r が 体 験 し た こ と で 、 S A T を 学 ぶ 私 と し て は か
な り 印 象 に 残 っ た こ と を シ ェ ア し た い 。
　 あ る 日 D r . T a y l o r が 対 談 し て い る Y o u T u b e を 聴 い て い た 。 そ の 会 話 の 中
で 、 左 脳 の 機 能 を 失 い キ ャ ラ 2 が 消 失 し て い る 間 、 彼 女 は 過 去 か ら の 痛 み の 感 情
を 感 じ な い 状 態 を 心 か ら 満 喫 し 、 右 脳 の 意 識 で あ る 全 て の も の と 一 体 化 し 「 今 こ
の 瞬 間 」 の 幸 福 感 に 浸 っ て い た と い う 。 し か し 、 左 脳 の 機 能 の 回 復 と 共 に 、 今
ま で 周 囲 か ら 知 ら さ れ て い な か っ た 過 去 の 記 憶 が 戻 り 始 め た と い う 。 こ の 時 、 彼
女 は そ の 戻 っ て き つ つ あ る 記 憶 を 取 り 入 れ る か 選 択 す る こ と が で き た と い う 。
「 ど う や っ て そ れ を 選 択 し た の で す か ？ 」 と の 質 問 に 、 「 身 体 感 覚 よ 」 と 答 え
て い た 。 「 も し 嫌 な 身 体 感 覚 を 感 じ た ら 、 そ の 回 路 は 選 択 し な い と 、 い う 風 に 。
悲 し み と い う 感 情 は あ な た の 体 で 感 じ ら れ る も の な の よ 」
　ん ？ こ れ っ て 、 S A T の 手 順 を 逆 方 向 か ら 体 験 し て い る も の じ ゃ な い か し ら 。
S A T で は 問 題 （ 事 柄 ） か ら 心 の 声 法 な ど （ 感 情 ） に 変 え そ れ を 身 体 違 和 感 に 変
換 し セ ラ ピ ー を 進 め る が 、 D r  T a y l o r  は 身 体 感 覚 の 良 し 悪 し を 判 断 材 料 に 、 そ
れ に 紐 づ い て い る 記 憶 （ 事 柄 ） を 選 ぶ か 決 め て い る ！ と 衝 撃 的 だ っ た 。 や っ ぱ
り 身 体 感 覚 の 良 し 悪 し と 感 情 や 記 憶 の 良 し 悪 し は つ な が り 、 一 致 し て い る の だ な
ぁ と 改 め て 納 得 。
　そ し て 最 後 の 一 言 「 脳 で ど ん な 回 路 を 動 か す か は 、 自 分 の 責 任 な ん で す 。 」
な る ほ ど ～ ・ ・ 　 次 号 へ つ づ く 。

編集後記

■メルマガ「ぴあ」編集発行■　
 めるまががかり（矢島京子・萩名子・長野真紀）
 　編集部員、お手伝い、ゲストライター募集中。
 　ご寄稿いつでも大歓迎です。
ご連絡は下記、矢島京子までお願いします。
　 kyoko-kodomonokokoro@nifty.com

今年の桜は、⻄の⽅では4〜５⽇遅れの開花。
関東より少し北の⽅では４〜5⽇早い開花と
か。同時に開花したのだからそうなるのだろ
う。あっという間に満開になって、散るのも早
いかもしれない。毎年思うのは、今年もしっか
り桜を⾒ておかないとと。国⽴（国⽴）の桜は
⽇本の100選に選ばれている⾒事な桜！（⽮島）

「編集（しませんでした）後記」
めめさんが、徐々に回復されできたの
で、今回は陰ながら応援するだけの係で
した。
⽮島編集⻑の温かい⾒守りと適切な指
⽰、めめさんの早技対応…素晴らしいリ
ーダーシップとフォロアーシップ、そし
て必要な時のサポート体制！
グループヘルスカウンセリングで学んで
きた基本的なことですが、どんな⼩さな
組織の中でも、これが⼤事と実感してい
ます。（MAKI）

怒れる⾃分。これは、今怒っているとい
うことではなく、最近取り戻した⾃分の
⼀⾯です。頭部外傷後、なんだか全般も
やもやとし平板な感覚だったのが、⼀年
半ぐらい経って、ちゃんと怒りの感情を
持つことができるようになった感じがし
ます。⾕川さんの原稿を読みつつ、ちょ
っとダーウィンの感情についての表現を
思い出しました。（めめ）


